
  

教員紹介 

経営学部 

庄形 篤 SHOGATA Atsushi 

職位 
講師 

最終学歴 
早稲田大学大学院 スポーツ科学研究科博士後期課程 修了 

職歴 
上智大学文学部保健体育研究室常勤嘱託講師、上智大学基盤教育センター身体

知領域常勤嘱託講師を経て、現職 

学位 
博士（スポーツ科学、早稲田大学） 

資格（免許）、認定 
中学校教諭専修免許状（保健体育）、高等学校教諭専修免許状（保健体育） 

担当科目（学部） 
ゼミナールⅠ・Ⅱ/自分づくりセミナーⅠ・Ⅱ/ 体育・スポーツ社会学/体育・

スポーツ史/生涯スポーツ論/スポーツⅠ・Ⅱ 

担当科目（大学院） 
 

学生へのメッセージ 

大学における学びあるいは人生における学びは、主体的に行われるべきだと考

えています。我々教員は、皆さんの主体的な学びに助力しますが、学びの主体

は皆さん自身であることを自覚することが大切です。自らの興味・関心を探求

し、学び、研究することは非常に有意義なものです。皆さんも、自身の学びや

人生に責任をもち、楽しく実りある大学生活を送ってください。 

研究内容 
運動部活動を対象としたスポーツ人類学的研究 

 

研究分野キーワード 
運動部活動/体罰/学び/身体知/民族スポーツ/ 

URL 
https://researchmap.jp/7000029047 

著書 

1） 『スポーツ人類学の世界〜早稲田の窓から〜』：体罰研究に対するスポーツ

人類学的研究の可能性と限界．虹色社，pp.118-131，2019. 

2） 『よくわかるスポーツ人類学』：部活という日本文化・生徒が創る“体罰を

正当化する文化”．ミネルヴァ書房，pp.102-105，2017. 

論文 

1） 庄形篤，運動部活動における身体を通した「学び」：「身体知」としての体

罰に関する一考察．上智大学体育，55 号：65−73，2023． 

2） 庄形篤，運動部活動における体罰肯定と「成長」という認識：事例研究か

らみる引退後における体罰の再解釈過程．生活學論叢，39 号：1−14，

2021． 

https://researchmap.jp/7000029047


3） 鄭稼棋・庄形篤，台湾高雄市内門区における宋江陣の調査報告：第 8 回大

学生宋江陣コンテストを中心に．スポーツ人類學研究，22 巻：77−84，

2020． 

4） 庄形篤，体罰肯定意識の形成過程と「成長」に収斂する運動部活動の構

造：事例研究による可能性の示唆．早稲田大学博士論文，2018． 

5） 鄭稼棋・庄形篤ほか，中国第 9 回少数民族伝統体育運動会調査報告．スポ

ーツ人類學研究，16 巻：23-32，2014． 

6） 運動部活動における体罰受容のメカニズム，A 高等学校女子ハンドボール

部の事例．スポーツ人類學研究，15 巻：97−122，2013． 

7） 小木曽航平・庄形篤ほか，メキシコ先住民伝統スポーツ調査報告．スポー

ツ人類学研究，14 巻：39-50，2012． 

学会発表 

1） 庄形篤，体罰を肯定する文化：日本の運動部活動の事例．日本生活学会生

活学カフェ，オンライン，2023 年 1 月． 

2） 庄形篤，運動部員の体罰被罰時に持つ感情の多様性と引退後に行う意味解

釈の共通性：B 高校男子ハンドボール部の事例を中心に．日本体育学会第

69 回大会，徳島大学，2018 年 8 月． 

3） 庄形篤，運動部活動における体罰受容のメカニズム：A 高等学校女子ハン

ドボール部の事例．日本スポーツ人類学会第 13 回大会，天理大学，2012

年 3 月． 

4） 庄形篤，運動部活動と「儀礼的暴力」：フィールドワークに向けた理論的

枠組みの検討．日本スポーツ人類学会スポじんサロン，早稲田大学，2011

年 5 月． 

社会的活動 

（公開講座・講演・

国際交流など） 

【学会】 

1） 日本スポーツ人類学会 

2） 日本体育・スポーツ・健康学会 

3） 日本生活学会 

その他 

1） 庄形篤，運動部活動における体罰から考える．身体のリベラルアーツ（上智

大学基盤教育センター身体知領域編），プリントボーイp48，2022． 

2） 島崎崇史・庄形篤ほか，Moodleを用いたオンライン版「ウエルネスと身体」

の授業評価．上智大学体育，54，2021． 

3） 庄形篤，運動部活動における体罰といじめ．教育と医学，67巻８号：34−40，

2019． 

 


